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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
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さい．
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◇ゴールデンウィークになると，そろそろ暑くなり始めるなと
思い出すのが通例でした．しかし最近では，夏日（最高気温
が 25 ℃ 以上）どころか，真夏日（30 ℃ 以上）になるので
はないかという懸念も珍しくなくなってきています．この時
期に屋外で防災訓練を実施するのも雨天より熱中症の方が気
になるところ．
◇今月号の「とびら」は分析化学誌編集理事である京都府立大
学の久保拓也先生です．近年急速に一般化してきた生成 AI

を利用した英語論文作成を学生にも推奨されているとのこ
と．先生もご指摘されていますが，ときには本人の理解以上
に整った文章が仕上がることもあるようです．ただ，実験結
果を理解・解釈する上でも日本語での論理的な文章構成は必
須とのご意見．昨今の AIの急激な発展を見ていたら，芸術
的創作含め様々な分野で AIに取って代わられる未来がすぐ
そこに来ているのかもしれません．
◇「リレーエッセイ」は微生物化学研究所の澤竜一先生です．
機器分析を通して様々な研究者の方との交流から『機器分析
ユーザー会』設立に至る経緯などをご紹介いただいています．
◇この原稿執筆日は真夏日どころか 20 ℃ にも届かない梅雨冷
えです．五月雨の時期について検索すると，AIが瞬時に概
要をまとめてくれました．この「便利さ」こそが AIの大き
な利点だと実感しています．

 〔H. M.〕
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